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2021年11月13日（土）

【第１部】セミナー 

【第１部】セミナー
14：00～15：30

【第2部】個別相談・交流会
15：40～16：30

札幌市中央区北１条西１丁目
カナモトホール（札幌市民ホール）第１・第２会議室

お問い合わせ（事務局）

主催：福祉の“リアル”が聞けるセミナー実行委員会

● 社会福祉法人札幌報恩会　● 社会福祉法人新篠津福祉会　● 社会福祉法人愛誠会　● 社会福祉法人北海道ハピニス
● 社会福祉法人はるにれの里　● 社会福祉法人生振の里　● 社会福祉法人北海長正会　● 社会福祉法人北ひろしま福祉会
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が聞けるセミナー2021福祉の“リアル”

※アンケートにお答え
　いただいた方のみ

QUO

参加無料

お選びいただけます。

会場参加

オンライン参加

時間

会場 会場参加とオンライン参加
からお選びいただけます。

参加
形式

中学生以上なら、
どなたでも参加可能

対象者

８つの社会福祉法人の働く若手職員によるトークセッション。
毎日の現場の様子や仕事の魅力・やりがいについて生の声が聞けます。

会場参加 オンライン参加

会場参加 オンライン参加【第 2部】個別相談・交流

「若手職員と交流」「職場環境や雇用状況の相談」などコーナーを設置し、施設や仕事について
詳しくご紹介。福祉の仕事について気軽に相談できる他、施設見学・体験も受付ます。

ＨＴＢ　北海道テレビ放送

申込締切 2021年11月5日（金）

申込フォームから予約受付が可能です。
https://forms.gle/NcRJ3K3efD3N3Hz8A

参加お申込み方法

0133-62-8360 木田（きだ）

syafuku.seminar@gmail.comMAIL

TEL 担当
お問い合わせ
（実行委員会事務局）

社会福祉法人 はるにれの里
〒061-3211　石狩市花川北 1 条 5 丁目 171 番地

＊第１部のセミナーおよび第２部の個別相談・交流会とも会場参加の際は、感染予防対　策として国のガイドラインに則り会場参加の方には検温と手指消毒を行います。また、体調不良の方
や体温が 37.5℃以上の方の入場をお断わりする場合があります。＊緊急事態宣言の発出など事情により、参加申込後に会場参加を中止、オンライン参加のみに移行する場合があります。



福祉の現場の第１線で活躍しているからわかる仕事の魅力。
セミナーでは札幌近郊で働く、８名の若手職員のリアルな声を届けます。
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障がい者支援施設 札幌報恩学園

住吉 宏哉 さん
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障がい者支援施設 新しのつ幸生園

松浦 匡純 さん

利用者さんの「心の声」を理解できる

信頼関係を築きたい。

次世代の福祉のなり手を育てる

お手伝いがやりがいに。

特別養護老人ホーム愛誠園

岡田 憲太郎 さん
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障がい者支援施設 グリンハイム

橋堀 聡 さん
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障がい者支援施設 生振の里

中村 ひろ乃 さん
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介護予防通所介護 デイホームかたる

阿部 春花 さん

チームで取り組み

社会に貢献できる仕事を選択。

施設では、各分野の職員がチームで取り
組み、利用者様と向き合っています。そ
のため一体感が生まれ、成果が出た時の
達成感も分かち合えます。どんなことで
も力になれる「価値」「知識」「技術」を
持った相談員を目指し、社会に貢献して
いる誇りをもって仕事をしています。

指定特定相談支援事業所 相談室ここに

加藤 貴裕 さん
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共同生活援助 厚田はまなす荘

白濱 陽 さん

利用者様と会話していて、発声している
言葉だけではなく、その裏側にある想い
をくみ取り、共感しながら自分自身の想
いや考えを伝える。そうして信頼を形成
することだと思ってます。施設全体では
生活の質を維持向上していくための取り
組みをしたいと考えています。

ソーシャルワーカーとして障がい者支援
施設で、利用者様と時に寄り添い、時に
向き合い、時に支えながら「やさしくあ
り続ける」ことを目標にしています。施
設に相談援助などの実習に学生の皆さん
の学びを手伝いつつ、その交流で刺激を
もらって励みになります。

自分に置き換えたらという意識で

毎日前向きに試行錯誤。

どのようにすれば利用者様の希望に
沿った形にできるか、どのように工夫
すれば利用者様ができることの選択肢
が増えるのか、毎日試行錯誤。何人も
の利用者様と時間をかけて話し合い、
色々な視点で考え、一人一人にあった
支援を目指しています。

大学時代に熱中していたサッカーが

いまの仕事に生かせてる実感。

大学在学中に中学校と高等学校の教諭
一種免許（保健体育）を取得。サッカー
も頑張っていました。スポーツの世界
でも福祉の世界でも「ファインプレー」
は簡単なことではなく、利用者様のた
めに毎日コツコツと丁寧な対応を心が
けています。

祖父が施設に入所していたこと、父が
介護士として働いていたことから、介
護福祉士の道に。利用者様を向き合う
際に大切にしていることは、その方の
尊厳をきちんと守っているかというこ
と。子供の頃から知らず知らずに「天
職」に巡り合っていたのだと思います。

身内が福祉施設のお世話に

なっていたのがキッカケ。

求められるという嬉しさが

何よりの励み。

家族に障がいを抱える人がいて、自然
と福祉系の大学に進学し、社会福祉士
に。自分が休日後に出勤した際、利用
者様から「会いたかった」「いなくて
寂しかった」と声をかけられると、必
要とされていると実感することがで
き、「また１日頑張ろう」と思えます。

人生の年輪を重ねてきた利用者様と毎
日接していると、自分が知らなかった
昔のこと、幅広い話を聞けて学びと
なっていつことが仕事の楽しみのひと
つに。今後ができるだけ利用者様と近
い存在でいれるように訪問型のヘル
パーをやってみたいです。

人生の先輩たちに教えていただいた

こともたくさんあります。

セミナー司会

障がい者生活
支援センターみらい
島田 成美 さん

障がい者支援施設
 グリンハイム
橋堀 聡 さん


